
● 平成29年 知事新春メッセージ 「兵庫の未来を切り拓く」（兵庫県知事 井戸敏三）… …………………………………………２
● 年頭挨拶 「新春を迎えて」（一般社団法人兵庫県治山林道協会 会長 谷　公一）…………………………………………………３
● 治山・林道コンクール受賞者の紹介… …………………………………………………………………………………………………………４
● 過疎代行林道「粟鹿山線」の開通（農政環境部農林水産局治山課）… ……………………………………………………………５�
● 「朝来市における木質バイオマス事業」の開始（農政環境部農林水産局林務課）……………………………………６・７
● 治山・林道施設の長寿命化対策の方針（農政環境部農林水産局治山課）… ……………………………………………８・９
● 林道施設災害復旧研修会について（農政環境部農林水産局治山課）………………………………………………………10・11
● ２０１６年熊本地震による二つの地盤変状事例（一般財団法人 建設工学研究所　代表理事 沖村　孝）………12・13
● 平成28年度 斜面対策工法の新しい考え方〔耐震を含む〕講演会（農政環境部農林水産局治山課）… ……………………14
● 夏休み防災未来教室 （人と防災未来センター）「六甲山の災害展 ２０１６」の開催
　　（農政環境部治山課・神戸県民センター六甲治山事務所）…………………………………………………………………………………………15
● 第31回「ひょうご木材フェア」10月９日㈰開催（兵庫県木材利用推進協議会）……………………………………………………16
● 三熊山洲本城跡周辺の里山（洲本市小路谷）で
　 「ひょうご森のまつり２０１６」を開催（農政環境部環境創造局豊かな森づくり課）…………………………………………………17
● 森と水辺の生き物を訪ねて（7）（佐藤邦夫）……………………………………………………………………………………………18・19
● ニホンジカの異常繁殖による自然環境の変化（４）（近藤伸一）… …………………………………………………………20・21
● 瀞川・氷ノ山線 紅葉の林道自然観察ウォーキングを実施… …………………………………………………………………22・23
● 協会だより………………………………………………………………………………………………………………………………………………………24

過疎代行林道「粟鹿山線」開通式（H28.9.25朝来市山東町）

兵庫の治山・林道と森林整備

題字  谷　洋一

第41号平成29年1月発行



平
成
29
年　

知
事
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

兵
庫
の
未
来
を
切
り
拓
く

兵
庫
県
知
事

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
の
世
界
協
調
の
流
れ
が
、
今
年
、
大
き
く
変
わ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ア
メ
リ
カ
の
新
体
制
の
動
き

や
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
交
渉
、
原
油
等
資
源
価
格
の
動

向
、
こ
れ
ら
に
伴
う
為
替
の
不
安
定
化
な
ど
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
先
行
き
の
不
透
明
感
が
高
ま
る
中
、
い
か
な
る
情

勢
の
変
化
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
足
元
を
固
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
内
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。
日
本
全
体
の
活
力

を
低
下
さ
せ
る
東
京
一
極
集
中
に
も
歯
止
め
を
か
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
口
が
減
少
し
、
少
子
高
齢
化
が
進
も
う
と
も
、
安
定

し
、
活
力
を
保
ち
続
け
る
地
域
を
創
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
地
域
創
生
の
取
組
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
く

こ
と
が
今
年
の
県
政
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

第
一
は
、
安
全
安
心
の
確
保
。
福
祉
、
医
療
の
更
な
る

充
実
に
よ
り
、
二
〇
二
五
年
問
題
に
挑
み
、
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
を
創
り
ま
し
ょ
う
。
防
災
・
減
災

対
策
を
着
実
に
推
進
し
、
来
る
べ
き
災
害
へ
の
備
え
に
万

全
を
期
し
ま
し
ょ
う
。

　

第
二
は
、
県
民
の
活
躍
促
進
。
高
齢
者
、
障
害
者
、
女

性
、
若
者
な
ど
す
べ
て
の
県
民
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
環

境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
教
育
の
質
を
高
め
、
ふ
る
さ
と

人
材
の
確
保
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

第
三
は
、
産
業
の
活
力
増
進
。
更
な
る
企
業
集
積
に
取

り
組
み
、
新
事
業
展
開
や
起
業
を
後
押
し
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
農
林
水
産
業
を
成
長
産
業
と
位
置
づ
け
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
興
し
ま
し
ょ
う
。

　

第
四
は
、
交
流
の
拡
大
。
交
流
人
口
の
増
加
で
地
域
に

賑
わ
い
を
生
み
出
し
ま
し
ょ
う
。
兵
庫
五
国
の
多
様
な
資

源
に
磨
き
を
か
け
、
国
内
外
か
ら
人
が
集
う
地
域
を
創
り

ま
し
ょ
う
。

　

一
八
六
八
年
の
兵
庫
県
発
足
か
ら
一
五
〇
年
の
節
目
の

年
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
兵
庫
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
次

の
一
歩
の
足
が
か
り
と
な
る
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
と

き
で
す
。
そ
し
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
夢
と
地
域
へ
の
思

い
を
結
集
し
、
兵
庫
の
未
来
を
切
り
拓
く
。
さ
あ
、
新
し

い
地
域
づ
く
り
の
ス
テ
ー
ジ
へ
、
と
も
に
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
ょ
う
。

ふ
る
さ
と
の 

発
展
め
ざ
す 

地
域
づ
く
り

�

一
人
ひ
と
り
の 

決
意
に
依
ら
ん
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年
頭
挨
拶

新
春
を
迎
え
て

一
般
社
団
法
人 

兵
庫
県
治
山
林
道
協
会　

会
長

衆
議
院
議
員

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
、
新
し
い
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
協
会
の
業
務
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
格

別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

我
が
国
は
自
然
災
害
が
多
発
す
る
列
島
上
に
位
置
し
、

近
年
、
台
風
や
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
災
害
、
地
震
や
津

波
、
火
山
の
噴
火
と
い
っ
た
様
々
な
自
然
災
害
が
頻
発
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

台
風
は
、
毎
年
約
２０
～
３０
個
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち
１０

～
２０
個
が
日
本
に
接
近
し
、
さ
ら
に
数
個
が
日
本
に
上
陸

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
２6
個
の
台
風
が
発

生
し
、
６
個
の
台
風
が
上
陸
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も

８
月
に
は
、
観
測
史
上
初
め
て
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
か

ら
上
陸
し
た
台
風
１０
号
は
各
地
で
大
雨
を
降
ら
せ
、
北
日

本
を
中
心
に
激
甚
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
災
害
で
は
、
６
月
に
停
滞
し
た

前
線
に
次
々
と
低
気
圧
が
通
過
し
た
こ
と
か
ら
、
九
州
地

方
を
中
心
に
土
砂
災
害
や
浸
水
に
よ
る
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
震
災
害
で
は
、
４
月
に
熊
本
県
を
震
源
と
す

る
震
度
７
ク
ラ
ス
の
大
き
な
地
震
が
連
続
し
て
２
度
発
生

し
、
人
的
被
害
や
建
物
倒
壊
等
の
多
く
の
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
し
、
１０
月
に
は
鳥
取
県
中
部
を
震
源
と
す
る
地
震

が
発
生
し
、
ま
た
１１
月
に
は
福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地

震
が
発
生
し
、
こ
の
時
に
は
い
ち
早
く
津
波
警
報
が
発
令

さ
れ
、
６
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
光
景
が
脳
裏
に
蘇
え

っ
た
方
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
衷
心
よ

り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
我
が
国
は
様
々
な
自
然
災
害
の
常
習
地
帯

で
あ
り
、
今
後
も
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
災
害
か

ら
県
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
は
県
土
を
強
く
、

か
つ
し
な
や
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
治
山
事
業
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
を
着

実
に
実
施
す
る
こ
と
に
加
え
、
地
域
住
民
が
災
害
に
備
え

た
知
識
を
持
ち
、
災
害
発
生
時
に
的
確
に
行
動
で
き
る
よ

う
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

当
協
会
は
、
今
後
と
も
計
画
的
な
事
業
推
進
に
協
力
す

る
た
め
、
予
算
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様

と
協
力
し
な
が
ら
、
普
及
啓
発
活
動
等
の
ソ
フ
ト
対
策
に

も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
一
層
の
ご

活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（3） 平成29年1月7日



治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
の
紹
介

　

平
成
28
年
12
月
1
日
に
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
の
ホ

テ
ル
「
ル
ポ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
日
本
林
道
協
会
通
常

総
会
の
終
了
後
、
一
般
社
団
法
人
日
本
治
山
治
水
協
会
及

び
日
本
林
道
協
会
が
主
催
し
た
、「
平
成
28
年
度
治
山
・

林
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受
賞
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
で
は
次
の
2
社
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
第
32
回
民
有
林
治
山
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

林
野
庁
長
官
賞
に
㈱
氷
上
興
業
が
輝
く

　

対
象
工
事
は
平
成
２６
年
度
発
注
の
「
県
単
独
県
営
治
山

事
業
」
で
、
工
事
場
所
は
丹
波
市
市
島
町
上
鴨
阪
地
内
、

工
事
内
容
は
山
腹
工
で
土
留
工
３
基
、
水
路
工
１
６
１
ｍ
、

２
．
第
32
回
民
有
林
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
林
道
協
会
長
賞
に
㈲
ダ
イ
キ
開
発
が
輝
く

　

対
象
工
事
は
平
成
２６
年
度
「
森
林
管
理
道
開
設
事
業
」

で
、
路
線
は
「
前
地
・
カ
ン
カ
ケ
線
」、
工
事
場
所
は
宍

粟
市
波
賀
町
野
尻
地
内
で
あ
る
。

　

当
該
工
事
は
、
地
形
が
急
峻
で
積
雪
が
多
い
箇
所
の
た

め
、
難
工
事
で
あ
っ
た
が
、
施
工
管
理
体
制
が
適
切
で
、

不
測
の
湧
水
対
策
や
表
面
水
対
策
等
に
創
意
工
夫
し
、
提

案
を
も
っ
て
適
切
に
対
処
し
た
。

　

ま
た
、
出
来
形
管
理
、
品
質
管
理
も
良
好
で
あ
り
、
現

場
の
仕
上
げ
も
丁
寧
で
美
し
く
、
地
元
関
係
者
や
隣
接
す

る
工
事
関
係
者
と
の
調
整
を
適
切
に
行
い
、
ト
ラ
ブ
ル
等

な
く
完
成
さ
せ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

暗
渠
工
５１
ｍ
、
柵
工
１
５
７
ｍ
、
及
び
落
石
防
止
工
一
式

等
で
あ
る
。

　

現
場
は
平
成
２６
年
８
月
の
丹
波
豪
雨
災
害
被
災
地
で
あ

り
、
寺
院
背
面
の
不
安
定
な
箇
所
で
あ
っ
た
が
、
創
意
工

夫
に
よ
り
工
期
短
縮
に
努
め
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
施
工

能
力
を
発
揮
し
た
。

　

特
に
、
厳
し
い
現
場
条
件
の
も
と
、
現
場
管
理
・
出
来

形
管
理
を
徹
底
し
て
行
う
と
と
も
に
、
埋
め
戻
し
、
土
砂

除
去
後
の
整
地
等
現
地
の
仕
上
げ
作
業
を
良
好
に
行
っ
た
。

ま
た
、
監
督
員
と
連
絡
を
密
に
行
い
、
効
率
敵
に
施
工
し
、

日
常
の
点
検
等
安
全
対
策
を
適
正
に
行
っ
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
。

丹波市市島町上鴨阪地内

㈱氷上興業受賞

林道「前地・カンカケ線」
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過
疎
代
行
林
道「
粟
鹿
山
線
」の
開
通

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

粟
鹿
山
線
は
、
朝
来
市
山
東
町
柴
を
起
点
に
朝
来
市
生

野
町
黒
川
を
終
点
と
し
た
全
長
約
13
㎞
、
幅
員
４
ｍ
の
幹

線
林
道
で
す
。
利
用
区
域
面
積
６
１
５
ha
の
う
ち
、
人
工

林
が
89
％
を
占
め
る
よ
う
に
、
豊
富
な
木
材
資
源
を
有
し

て
い
ま
す
。

　

本
路
線
の
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
３
年
度
に
事
業

着
手
し
、
工
事
進
度
を
促
進
す
る
た
め
４
工
区
体
制
で
工

事
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
与
布
土
ダ
ム
建
設
と
の
調

整
で
一
部
の
工
区
が
休
止
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱

な
地
質
の
影
響
で
法
面
崩
壊
が
発
生
し
、
そ
の
対
策
が
必

要
と
な
る
な
ど
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
と
歴
代
担
当
者

の
苦
労
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
着
工
か
ら
本
年
度
ま
で
26

年
間
、
総
工
事
費
約
32
億
円
を
要
し
、
よ
う
や
く
開
通
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
路
線
は
、
和
田
山
木
材
市
場
ま
で
約
13
㎞
、
朝
来
市

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
ま
で
約
30
㎞
と
ア
ク
セ
ス

に
恵
ま
れ
、
本
路
線
の
利
活
用
に
よ
る
木
材
安
定
供
給
へ

の
貢
献
や
林
業
振
興
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

本
県
の
林
業
情
勢
は
、
県
内
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
（
３
箇
所
）
が
本
格
的
に
稼
働
す
る
と
、
燃
料
用
木
材

の
需
要
は
年
間
１
７
０
千
㎥
増
加
し
、
平
成
３３
年
度
以
降

の
県
内
の
素
材
生
産
量
（
製
材
合
板
、
パ
ル
プ
等
を
含

む
）
は
４
５
０
千
㎥
／
年
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。
林
道

は
木
材
搬
出
効
率
化
の
実
現
に
不
可
欠
な
生
産
基
盤
で
あ

り
、
今
後
よ
り
一
層
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

２
．
開
通
式

　

９
月
25
日
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
朝
来
市
主
催

の
開
通
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
式
典
で
は
、

県
か
ら
朝
来
市
へ
林
道
引
継
書
の
交
付
や
、
記
念
碑
除
幕

式
な
ど
が
行
わ
れ
、
今
後
の
林
道
の
活
用
に
つ
い
て
地
元

関
係
者
の
方
々
か
ら
期
待
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
当
路

線
を
活
用
し
た
木
材
生
産
の
増
進
や
林
業
振
興
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
．
お
わ
り
に

　

県
営
林
道(

「
県
過
疎
代
行
林
道
」
含
む
。)

の
開
設
は

22
路
線
の
う
ち
19
路
線
が
全
線
開
通
す
る
な
ど
、
林
道
は

「
つ
く
る
」
か
ら
「
つ
か
う
」
時
代
へ
と
変
遷
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
低
コ
ス
ト
原
木
供
給
団
地
や
路
網
整
備
の

促
進
に
よ
る
林
業
の
成
長
産
業
化
や
資
源
循
環
型
林
業
の

実
現
に
向
け
、「
よ
り
使
い
や
す
い
」
林
道
整
備
に
向
け

て
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

担当者を悩ませた林道法面対策 人工林の中を走る「粟鹿山線」

林道引継書の交付
（県から朝来市へ林道が引渡された）

開通記念碑除幕式
（「緑風の道」と刻まれた記念碑）
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「
朝
来
市
に
お
け
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
」の
開
始

平
成
28
年
12
月　

朝
来
市
で
操
業
開
始

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
林
務
課

１
．
は
じ
め
に

　

兵
庫
県
で
は
、
平
成
２５
年
１２
月
９
日
に
関
西
電
力
㈱
、

兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
、（
公
社
）
兵
庫
み
ど
り
公
社
、

兵
庫
県
、
朝
来
市
の
５
者
で
協
定
を
結
び
、
未
利
用
木
材

の
搬
出
か
ら
燃
料
チ
ッ
プ
の
製
造
及
び
発
電
ま
で
を
一
連

の
事
業
と
し
て
官
民
協
働
で
推
進
し
、
全
て
の
関
係
者
が

利
益
を
共
有
す
る
全
国
初
の
取
組
み
で
あ
る
「
兵
庫
モ
デ

ル
」
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
林
業
再

生
や
地
域
経
済
の
活
性
化
並
び
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
・
拡
大
を
図
る
た
め
進
め
て
き
た
「
朝
来
市
に
お

け
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
」
が
平
成
２８
年
１２
月
１
日
に

開
始
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

２
．
施
設
整
備
の
概
要

　

生
野
工
業
団
地
内
（
朝
来
市
生
野
町
真
弓
３７０
ー
７０
）
の

工
場
跡
地
を
朝
来
市
か
ら
賃
借
し
、
森
林
林
業
緊
急
整
備

事
業
（
国
事
業
名
：
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業

等
）
を
活
用
し
、
以
下
の
と
お
り
実
施
し
ま
し
た
。

⑴
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
be
）
材
供
給
セ
ン
タ
ー

⑵
朝
来
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

資料提供：㈱関電エネルギーソリューション

木質バイオマス事業全体写真

整
備
年
度

平
成
26
〜
28
年
度

建
設
事
業

森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業

事
業
費

約
５
億
円
（
う
ち
補
助
金
２
・
５
億
円
）

建
設
・
運
営
者

兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会

敷
地
面
積

約
２
・
８
ha

整
備
内
容

管
理
棟
、計
量
器
、貯
木
場
、グ
ラ
ッ
プ
ル
２
、ロ
グ
ロ
ー
ダ
１
、

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
１
、
チ
ッ
パ
ー
、
製
品
保
管
倉
庫

木
材
貯
蔵
量

約
２
万
ｔ
（
平
成
27
年
１
月
開
始
）

チ
ッ
プ
・
製
造
能
力

約
30‌

ｔ
／
ｈ
（
平
成
28
年
７
月
開
始
）

チ
ッ
プ
・
貯
蔵
量

約
６
０
０
ｔ
（
自
社
製
造
約
４
０
０
ｔ
、
購
入
約
２
０
０
ｔ
）

雇
用
者

６
人

整
備
年
度

平
成
26
〜
28
年
度

建
設
事
業

自
社
設
備
投
資
、
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業

事
業
費

約
31
億
円

資
金
融
通

約
８
・
８
億
円
（
平
成
42
年
度
ま
で
に
償
還
予
定
）

建
設
・
運
営
者

㈱
関
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

敷
地
面
積

約
０
・
７
ha

整
備
内
容

管
理
棟
、燃
料
貯
蔵
サ
イ
ロ
、ボ
イ
ラ
、電
気
集
塵
機
、排
気
筒
、

タ
ー
ビ
ン
、
冷
却
塔

発
電
出
力

約
５
・
６
０
０
kw
（
平
成
２８
年
１２
月
開
始
）

発
電
電
力
量

約
３
・
７
０
０
万
kwh

（
約
12
千
世
帯
の
年
間
電
気
使
用
量
に
相
当
）

売
電
先

関
西
電
力
（
３２
円
／
kwh
）

燃
料
（
間
伐
材
由
来
）
be
材
燃
料
チ
ッ
プ　

約
６
・
３
万
ｔ
／
年

雇
用
者

11
人

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
量

約
１
８
・
０
０
０
ｔ
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３
．
燃
料
用
木
材
の
安
定
供
給
対
策
の
概
要

　

県
で
は
、
燃
料
用
木
材
安
定
供
給
の
た
め
、「
be
材
集

材
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
普
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
県
内

で
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
活
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

の
新
設
が
２
例
目
と
な
り
、
ま
す
ま
す
２０
年
間
の
固
定
買

取
価
格
の
維
持
と
、
燃
料
用
木
材
の
安
定
供
給
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
、
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業
及
び
県
単
独
補

助
事
業
を
活
用
し
、
以
下
の
と
お
り
支
援
を
実
施
し
ま
し

た
。

⑴
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
協
議
会
支
援

⑵
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
安
定
調
達
コ
ス
ト
支
援

⑶
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
輸
送
コ
ス
ト
支
援

４
．
竣
工
式
の
概
要

　

平
成
２８
年
１２
月
２
日
に
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
及
び

㈱
関
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
主
催
し
、
約
９０

人
が
神
事
で
安
全
を
祈
願
し
た
後
、
２
班
に
分
か
れ
be

材
供
給
セ
ン
タ
ー
及
び
発
電
所
の
施
設
見
学
会
を
行
い
、

直な
お
ら
い会
で
主
催
者
挨
拶
及
び
来
賓
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

５
．
広
報
及
び
施
設
見
学
対
応

　

今
年
度
末
を
目
途
に
、
朝
来
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
で
一
括

し
て
be
材
供
給
セ
ン
タ
ー
及
び
発
電
所
の
見
学
受
付
を
行

い
、
朝
来
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
を
通
じ
た
「
兵
庫
モ
デ
ル
」

の
普
及
を
進
め
る
予
定
で
す
。

６
．
お
わ
り
に

　

県
で
は
、
製
材
等
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等
に
必

要
な
燃
料
用
木
材
を
供
給
す
る
た
め
、
低
コ
ス
ト
原
木
供

給
団
地
の
設
定
や
路
網
整
備
の
推
進
及
び
高
性
能
林
業
機

械
等
の
導
入
促
進
の
施
策
を
展
開
し
て
ま
す
。
更
に
、
２０

年
間
に
わ
た
る
燃
料
用
木
材
を
確
保
す
る
た
め
、
今
年
度
、

試
験
的
に
、
治
山
・
林
道
事
業
や
災
害
に
強
い
森
づ
く
り

（
県
民
緑
税
）
で
発
生
す
る
支
障
木
を
、
燃
料
用
木
材
と

し
て
利
用
す
る
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

素材生産業者、トラック運転手、be材集積基地が、スマートフォンなどの
モバイルを活用し、情報を共有することにより、収集運搬効率を改善。

神事見学会（発電所）

直会（荒木副知事祝辞） 見学会（be材供給センター）

兵庫県森連be材SCMシステム

支
援
年
度

平
成
27
年
度

支
援
事
業

森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業

事
業
費

約
０
・
１
億
円
（
全
額
補
助
金
）

運
営
者

兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会

実
施
内
容

兵
庫
県
be
材
等
供
給
協
議
会
の
開
催
、

Ｓ
Ｃ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

協
議
会
員

31
者
（
森
林
組
合
１１
、
素
材
生
産
業
者
１０
、
チ
ッ
プ
製
造

業
者
10
）

燃
料

（
間
伐
材
由
来
）
７
・
０
万
ｔ
（
原
木
４
・
０
万
ｔ
、
チ
ッ
プ
３
・
０
万
ｔ
）

支
援
年
度

平
成
27
年
度

支
援
事
業

森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業

事
業
費

約
１
・
６
億
円
（
う
ち
補
助
金
０
・
９
億
円
）

運
営
者

兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会

燃
料
（
間
伐
材
由
来
）

約
２
・
４
万
ｔ

実
施
内
容

be
材
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

支
援
年
度

平
成
26
～
28
年
度

支
援
事
業

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業

事
業
費

約
０
・
０
３
億
円
（
全
額
補
助
金
）

運
営
者

兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会

燃
料
（
間
伐
材
由
来
）

約
１
・
７
万
ｔ

実
施
内
容

be
材
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
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治
山
・
林
道
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
の
方
針

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

平
成
25
年
に
国
に
お
い
て
「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本

計
画
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
・
市
町
に

お
い
て
も
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
や
更
新
等
を
着
実
に

推
進
す
る
た
め
の
中
期
的
な
取
り
組
み
の
方
向
性
を
明
ら

か
に
す
る
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
す
る

と
と
も
に
施
設
毎
の
「
個
別
施
設
計
画
」
を
策
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
本
県
で
は
、
治

山
・
林
道
施
設
に
つ
い
て
老

朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
補

修
（
修
繕
）
に
と
ど
ま
ら
ず
、

点
検
・
診
断
の
結
果
に
基
づ

き
、
施
設
の
補
修
更
新
、
機

能
強
化
等
に
必
要
な
対
策
を

適
切
な
時
期
に
実
施
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
施
設

の
状
態
や
対
策
の
履
歴
等
の

情
報
を
的
確
に
記
録
・
更
新

し
て
い
く
こ
と
で
、
次
期
の

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
維
持

管
理
・
更
新
に
つ
な
げ
る

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
」
の
構
築
を
図
り
、
管
理
基

準
等
の
整
備
や
管
理
体
制
の
構
築
等
も
含
め
、
将
来
に
わ

た
っ
て
イ
ン
フ
ラ
が
求
め
ら
れ
る
機
能
を
適
切
に
発
揮
し

続
け
る
た
め
の
長
寿
命
化
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

し
た
。

２
．
治
山
施
設
の
長
寿
命
化
対
策

⑴
一
斉
点
検
の
実
施
（
平
成
25
年
度
）

　

�　

山
地
災
害
危
険
地
区
で
治
山
事
業
を
実
施
し
た
約

３
千
箇
所
（
１
３
，
８
７
１
施
設
）
に
お
い
て
、
目
視

及
び
簡
易
な
測
定
器
具
（
ポ
ー
ル
、
ハ
ン
マ
ー
等
）
等

を
用
い
て
、
治
山
施
設
の
機
能
及
び
工
作
物
等
の
点
検

を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
．
工
作
物
等
の
点
検
内
容

　

○�

コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
係

　
　

�

破
損
、
ク
ラ
ッ
ク
、

劣
化
、
漏
水
、
洗

掘
等

　

○
鋼
材
、
木
材
関
係

　
　

�

破
損
、
錆
等
の
腐

食
、
ボ
ル
ト
の
緩

み
、
変
形
、

　
　

腐
朽
、
洗
掘
等
。

基礎部が露出した状況

袖部が露出した状況

区　　　分 25 26 27 28 29 30 31

ｲﾝﾌﾗ長寿命化計画

林野庁ｲﾝﾌﾗ長寿命化計画

林野庁「個別施設計画」策定
ガイドライン・マニュアル

公共施設等総合管理計画

県「個別施設計画」

市・町「個別施設計画」

点検施設（13,871施設）（施設）

渓間工 治山ダム 10,434護岸工等

山腹工 土留工 2,566法枠工等

落石対策工 防護柵 383固定工等

地すべり防止工 集水井工 488ボーリング工等

表-1　個別施設計画の策定スケジュール

治 
山

治 

山
林 

道
林 

道
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イ
．
点
検
結
果
（
１
３
，
８
７
１
施
設
）

　

補
修
・
機
能
強
化
等
を
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
施
設
は

６
５
０
施
設
と
判
明
し
ま
し
た
。

⑵
個
別
施
設
計
画
の
策
定

　

点
検
・
診
断
結
果
に
よ
る
治
山
施
設
の
健
全
度
評
価
に

加
え
て
、
①
施
設
上
流
の
崩
壊
や
流
木
の
状
況
、
②
造
成

さ
れ
た
森
林
の
状
況
、
③
保
全
対
象
の
重
要
度
、
④
保
全

対
象
ま
で
の
距
離
等
の
評
価
基
準
を
基
に
、
施
工
の
優
先

順
位
や
施
工
経
費
を
定
め
た
個
別
施
設
計
画
を
平
成
31
年

度
ま
で
に
作
成
す
る
予
定
で
す
。

３
．
林
道
施
設
の
長
寿
命
化
対
策

⑴
県
管
理
林
道
施
設
の
一
斉
点
検
の
実
施

　

平
成
21
年
度
及
び
平
成
25
年
度
に
お
い
て
、
県
管
理
の

森
林
基
幹
道
３
路
線
と
ふ
る
さ
と
林
道
２
路
線
に
お
い
て
、

橋
梁
14
橋
と
ト
ン
ネ
ル
１
本
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
．
工
作
物
等
の
点
検
内
容

　

○
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル

　
　

遠
望
目
視
、
ハ
ン
マ
ー
に
よ
る
打
音
検
査
等

イ
．
点
検
結
果

　

橋
梁
は
、
鋼
製
の
さ
び
等
が
確
認
さ
れ
た
の
み
で
、
構

造
上
の
問
題
は
な
く
、
経
過
観
察
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
は
、
壁
面
に
ひ
び
割
れ
等
が
確

認
さ
れ
た
が
、
緊
急
を
要
す
る
補
修
の
必
要
性
は
無
く
、

経
過
観
察
を
行
な
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
個
別
施
設
計
画
の
策
定

　

平
成
28
年
３
月
に
林
野
庁
が
発
出
し
た
「
林
道
施
設
長

寿
命
化
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
準
拠
し
た
点
検
診
断
調
査

を
実
施
し
、
補
修
や
更
新
年
次
計
画
等
の
個
別
施
設
計
画

を
平
成
28
年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

４
． �

市
町
等
が
管
理
す
る
個
別
施
設
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

⑴
対
象
施
設

　
�　

県
内
に
は
、
市
町
や
森
林
組
合
が
管
理
す
る
林
道

が
約
１
，
２
０
０
路
線
あ
り
、
そ
の
総
延
長
は
１
，

８
０
０
㎞
に
及
び
ま
す
。
う
ち
施
設
点
検
・
診
断
の
対

象
と
な
る
幅
員
４
ｍ
以
上
の
橋
梁
数
は
約
８
０
０
橋
も

あ
り
ま
す
。
す
で
に
市
町
道
等
、
林
道
以
外
の
イ
ン
フ

ラ
と
合
わ
せ
て
点
検
を
実
施
し
た
橋
梁
は
２
４
０
橋
で

す
が
、
残
り
５
６
０
橋
の
点
検
・
診
断
に
つ
い
て
は
、

管
理
す
る
市
町
に
お
い
て
実
施
時
期
の
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑵
林
業
情
勢
の
変
化
と
林
道
橋
の
点
検
診
断
の
必
要
性

　

�　

折
し
も
、
県
内
の
製
材
・
合
板
・
パ
ル
プ
等
の
製
材

用
原
木
生
産
量
は
、
平
成
21
年
に
は
年
間
17
万
㎥
で
し

た
が
、
兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー
の
本
格
稼
働
以
降
６
年
間

で
ほ
ぼ
倍
増
し
、
36
万
１
千
㎥
（
Ｈ
27
末
現
在
）
に
達

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
が
引
き
金
と
な

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
機
運
の
高
ま
り
と
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
の
運
用
開
始
に
伴
い
、

県
内
３
箇
所
で
大
規
模
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が

相
次
い
で
建
設
さ
れ
、
そ
の
発
電
燃
料
用
木
材
の
需
要

が
17
万
㎥
さ
ら
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

�　

原
木
の
輸
送
基
盤
で
あ
る
林
道
で
は
、
原
木
生
産
量

の
増
加
に
比
例
し
て
、
10
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
の
輸
送
利

用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
原
木
生
産

現
場
の
急
激
な
情
勢
変
化
に
伴
い
、
林
道
を
利
用
す
る

機
会
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
橋
梁
の
点
検
・
診

断
は
通
行
車
両
の
安
全
確
保
や
落
橋
事
故
等
の
未
然
防

止
の
観
点
か
ら
、
実
施
す
る
必
要
性
の
高
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

⑶
個
別
施
設
計
画
の
策
定
と
支
援

　

�　

個
別
施
設
計
画
は
、
点
検
・
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
、

次
期
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
維
持
管
理
・
更
新
等
に

つ
な
げ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
構
築
を
図
る
も

の
で
す
。
個
々
の
林
道
施
設
の
現
状
を
把
握
し
、
適
切

な
点
検
時
期
や
必
要
な
補
修
等
に
つ
い
て
整
理
・
計
画

す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。
県
で
は
平
成
31
年
度
ま

で
に
点
検
・
診
断
の
対
象
と
な
る
全
て
の
橋
梁
・
ト
ン

ネ
ル
に
つ
い
て
個
別
施
設
計
画
が
策
定
さ
れ
る
よ
う
、

市
町
へ
の
策
定
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

トンネル（山東・朝来線：朝来市）

林道橋（瀞川・氷ノ山線：香美町）
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林
道
施
設
災
害
復
旧
研
修
会
に
つ
い
て

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

資
源
循
環
型
林
業
の
構
築
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の

新
た
な
木
材
需
要
の
増
加
等
へ
の
対
応
の
た
め
に
は
、
森

林
整
備
や
木
材
生
産
の
基
盤
と
な
る
林
道
を
健
全
に
保
つ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
市
町
村
合
併
等
の
影
響
で
、
林
道
担
当
職
員

も
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
自
然
災
害
発
生
リ
ス
ク
の
増

加
に
反
比
例
し
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
消
失
や
、
マ
ン
パ
ワ
ー

の
不
足
に
よ
る
、
災
害
復
旧
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
表
ー
１
に
示
す
と
お
り
、
県
内
の
林
道
延
長
の

大
部
分
は
市
町
営
林
道
が
占
め
る
こ
と
か
ら
、
市
町
の

担
当
職
員
の
技
術
的
支

援
を
行
い
、
適
切
な
災

害
復
旧
を
行
う
こ
と
が
、

林
内
路
網
を
健
全
に
保

つ
た
め
に
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
治
山
課
で
は
、

林
道
担
当
市
町
職
員
を

主
な
対
象
と
し
て
、
27

年
度
よ
り
、
林
道
施
設

災
害
復
旧
研
修
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
実
施
内
容
を
大

幅
に
拡
充
し
て
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
一
年
間
を
通

し
て
実
施
し
た
、
林
道
施
設
災
害
復
旧
研
修
会
の
内
容
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
．
災
害
復
旧
制
度

　

市
町
が
管
理
す
る
林
道
が
豪
雨
災
害
等
で
被
災
し
た
場

合
、
国
の
「
林
道
施
設
災
害
復
旧
制
度
」
を
活
用
し
て
国

か
ら
補
助
を
受
け
て
被
災
し
た
施
設
を
復
旧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
補
助
金
に
加
え
て
地
方
交
付
税
が
措
置

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
な
市
町
（
地
元
）
負
担
割

合
は
、
最
大
で
も
工
事
費
に
対
す
る
７
・
２
５
％
で
済
む

な
ど
、
非
常
に
優
遇
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
災
害
復
旧
制
度
は
、
早
期
復
旧
を
図

る
性
質
上
、
約
２
ヶ
月
程
度
で
、
事
業
主
体
と
主
務
庁
で

あ
る
林
野
庁
、
財
務
省
の
出
先
機
関
で
あ
る
近
畿
財
務
局

の
三
者
合
意
に
よ
り
復
旧
事
業
費
を
決
定
す
る
「
災
害

査
定
」
が
実
施
さ
れ
る
た
め
、
非
常
に
タ
イ
ト
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
、
被
害
状
況
の
調
査
、
査
定
設
計
書
の
作
成
、

査
定
の
準
備
等
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
担
当
者
に
は
迅
速

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
、
当
制
度
を
活
用
す
る
に

当
っ
て
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
研
修
内
容

　

平
成
28
年
度
の
開
催
実
績
を
、
表
ー
２
に
示
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
「
基
礎
研
修
」
の
み
の
実
施
で
し
た
が
、

「
実
務
１
研
修
」「
実
務
２
研
修
」「
査
定
見
学
会
」
に
つ

い
て
、
今
年
度
拡
充
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
、「
基

礎
研
修
」「
実
務
１
研
修
」
で
は
、
林
野
庁
か
ら
講
師
に

来
て
い
た
だ
き
、
実
践
的
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

図-1　林道施設災害復旧事業の流れ
事務手続きが多いうえ、迅速な対応が必要なため、制度の理解や経験
の蓄積が不可欠（点線の範囲が、約２ヶ月で対応する範囲）

表–１　管理主体別林道延長

管理主体 路線数 延長
（km）

県営林道 12 221

市町営林道（29市町合計） 1,198 1,548

その他（森林組合等） 31 31
※平成27年度末現在
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実
務
１
研
修
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
手
書
き

に
よ
る
図
面
・
設
計
書
の
作
成
に
加
え
、
本
番
さ
な
が
ら

の
災
害
査
定
（
林
野
庁
・
財
務
局
に
よ
る
補
助
金
確
定
作

業
）
を
演
習
で
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
実
力
を
身
に
付
け

る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　

査
定
見
学
会
を
実
施
し
た
養
父
市
の
現
場
で
は
、
日
没

後
も
議
論
が
続
き
、
投
光
機
で
被
災
箇
所
を
照
ら
し
な
が

ら
の
査
定
と
な
る
な
ど
、
査
定
の
緊
張
感
を
肌
で
感
じ
る

良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

４
．
研
修
結
果

　

研
修
を
実
施
し
た
際
に
は
、
可
能
な
限
り
出
席
者
に
対

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
改
善
点
を
整
理
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
意
見
を

参
考
と
し
な
が
ら
、
内
容
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
自
由
意
見
の
抜
粋
）

・�

担
当
が
数
年
お
き
に
変
わ
る
た
め
、
当
研
修
を
継
続
し

て
い
け
ば
林
道
の
維
持
管
理
に
た
い
へ
ん
役
立
つ
と
思

い
ま
す
。

・�

査
定
官
の
生
の
声
が
聞
け
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

・�

査
定
資
料
作
成
演
習
に
つ
い
て
、
初
心
者
向
け
に
設
計

手
順
を
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

５
．
今
後
の
研
修
計
画

　

基
礎
研
修
に
関
し
て
は
毎
年
開
催
、
実
務
１
，
２
研
修

に
つ
い
て
は
隔
年
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
査
定
見
学
会

に
関
し
て
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
現
在
林
道
を
担
当
さ
れ
て
い
る

職
員
の
み
な
ら
ず
、
今
後
携
わ
る
可
能
性
の
あ
る
皆
様
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
の
内
容
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
配
布
す
る

な
ど
、
研
修
に
参
加
で
き
て
い
な
い
市
町
に
対
し
て
も
、

フ
ォ
ロ
ー
の
実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

制度のあらましを学習（基礎研修）

実際の査定を見学（査定見学会）

本番さながらの模擬査定（実務１研修）

林道災害で復旧した現場を視察（実務１研修）

表–２　28年度研修会開催実績

研修名 開催日 参加
人数 実施内容

基礎研修
（京都府合同開催） ６月17日 57名 ・林道をとりまく環境

・災害復旧制度の紹介

実務１研修 ７月14日
　～15日 30名 ・査定設計書の作成

・模擬査定

実務２研修 10月７日 24名 ・災害事業の事務処理
・増高申請

査定見学会 11月21日 16名 ・実際の災害査定を見学
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２
０
１
６
年
熊
本
地
震
に
よ
る

�

二
つ
の
地
盤
変
状
事
例

一
般
財
団
法
人 

建
設
工
学
研
究
所　

代
表
理
事　
　

沖
村　

孝

１
．
は
じ
め
に

　

２
０
１
６
年
４
月
14
日
21
時
26
分
頃
、
九
州
熊
本
地

方
（
北
緯
32
・
７
度
、
東
経
１
３
０
・
８
度
）
を
震
央
と

す
る
Mj
６
・
５
、
震
源
の
深
さ
約
11
㎞
の
地
震
が
発
生
し

た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
、
熊
本
県
上
益
城
郡
益
城
町
で
震

度
７
を
観
測
し
た
。
そ
の
28
時
間
後
の
４
月
16
日
１
時
25

分
頃
に
14
日
と
ほ
ぼ
同
じ
場
所
（
北
緯
32
・
８
度
、
東
経

１
３
０
・
８
度
）
で
震
源
の
深
さ
約
12
㎞
で
Mj
７
・
３
の
地

震
が
再
び
発
生
し
た
。こ
の
地
震
の
大
き
さ
は
、１
９
９
５

年
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
原
因
と
な
っ
た
兵
庫
県
南
部

地
震
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
っ
た
。こ
の
地
震
に
よ
り

益
城
町
で
は
再
び
震
度
７
が
観
測
さ
れ
た

2
。今
回
の
地

震
の
大
き
な
特
徴
は
、
２
度
に
わ
た
る
震
度
７
の
出
現
に

加
え
て
、
余
震
が
長
く
継
続
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
気
象

庁
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
屋
内
に
い
る
人
の
ほ
と
ん
ど
が
揺

れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
震
度
３
以
上
の
余
震
は
４
月

で
３
１
８
回
、
５
月
で
51
回
、
６
月
で
19
回
、
７
月
で
９

回
、
８
月
は
10
日
ま
で
で
３
回
も
観
測
さ
れ

3
、
迅
速
を

要
す
る
復
旧
作
業
が
大
き
く
遅
れ
る
要
因
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
熊
本
地
方
で
は
、
南
阿
蘇

村
付
近
か
ら
宇
土
半
島
に
至
る
南
南
西
方
向
に
「
布
田
川

断
層
帯
」
が
、
ま
た
「
日
奈
久
断
層
帯
」
と
呼
ば
れ
る
断

層
が
益
城
町
付
近
か
ら
南
西
方
向
に
走
っ
て
い
る
。
今
回

の
２
回
の
地
震
の
震
央
は
こ
の
２
つ
の
断
層
帯
の
交
差
部

付
近
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
や
踏
査
を
も
と
に
考

え
ら
れ
る
布
田
川
断
層
帯
の
今
回
の
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
、
南
北
引
張
型
に
起
因
す
る
右
横
ず
れ
断
層
で
あ
り
、

こ
の
痕
跡
は
現
地
踏
査
で
も
地
表
に
出
現
し
た
断
層
よ
り

確
認
さ
れ
た
。
こ
の
地
震
に
よ
る
住
家
の
被
災
は
、
全
壊

が
８
，
０
０
６
棟
、
半
壊
２
７
，
６
７
２
棟
、
一
部
損
壊

が
１
３
０
，
７
４
６
棟
に
も
達
し
て
い
る

4
。
地
震
を
直

接
の
原
因
と
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
49
名
、
行
方
不
明

１
名
で
あ
っ
た

4
が
、
８
月
14
日
に
行
方
不
明
１
人
の
遺

体
が
発
見
、
身
元
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
死
者
は
50
名
と

な
っ
た
。
以
下
で
は
、
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
内
の
地
盤
被
災
踏

査
、
活
断
層
が
出
現
し
た
立
野
地
区
の
大
規
模
崩
壊
の
被

災
踏
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

２
．
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
内
の
農
地
の
陥
没
被
災

　

カ
ル
デ
ラ
と
は
、輪
郭
が
円
形
ま
た
は
そ
れ
に
近
く
、急

崖
に
囲
ま
れ
た
火
山
性
の
凹
陥
地
で
普
通
の
火
口
よ
り
大

き
い
も
の
で
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
大
鍋
の
意
味
が
あ
る

5
。

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
は
、
約
30
万
年
前
か
ら
７
～
８
万
年
前
ま

で
４
回
の
大
き
な
噴
火
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
最
後
の
噴

火
は
最
も
大
き
な
噴
火
で
、
こ
の
噴
火
に
よ
り
現
在
の
阿

蘇
の
地
形
が
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る

6
。
一
般
に
火
山

の
噴
火
は
火
山
灰
、
軽
石
、
火
砕
流
、
溶
岩
等
が
噴
出
す

る
。
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
は
火
山
の
噴
出
に
よ
り
地
表
が
マ

グ
マ
溜
り
に
落
ち
込
む
こ
と
で
凹
陥
地
が
で
き
た
も
の

で
、
密
度
の
小
さ
な
破
砕
さ
れ
た
岩
石
や
火
砕
物
で
凹
陥

地
は
埋
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
水
が
湛
え
ら
れ
た
時
期
が
少

な
く
と
も
２
回
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。古
い
時
期
の

方
は
南
郷
谷
を
埋
積
し
、新
し
い
時
期
の
湛
水
は
阿
蘇
谷

を
埋
積
し
、現
在
の
カ
ル
デ
ラ
床
が
形
成
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る

6
。カ
ル
デ
ラ
床
は
農
地
に
な
っ
て
い
る
が
、
北
側

の
カ
ル
デ
ラ
床
で
は
幅
10
ｍ
前
後
、
長
さ
50
ｍ
以
上
の
陥

没
地
が
数
多
く
出
現
し
た
。
こ
の
場
所
を
図
ー
１
に
示
す
。

写
真
ー
１
は
図
ー
１
の
狩
尾
地
区
の
東
側
付
近
の
様
子
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
も
農
道
に
大
き
な
落
差
が
出
現
し
応
急

処
置
と
し
て
小
崖
が
土
砂
で
覆
わ
れ
ス
ロ
ー
プ
に
な
っ
て

い
た
。
こ
の
農
道
の
東
側
の
陥
没
地
で
は
６
月
下
旬
の
豪

雨
に
よ
る
雨
水
が
排
水
で
き
ず
、
水
溜
り
と
な
っ
て
い
た
。

写
真
ー
２
の
地
点
で
は
農
道
が
大
き
く
陥
没
し
、
一
部
が

水
没
し
て
い
た
。
写
真
ー
３
は
内
牧
地
区
の
道
路
に
出
現

※
本
報
告
は
、
参
考
文
献
1
の
要
約
版
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
参
考
文
献
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。

写真−1　JA東側の陥没
（狩尾地区）

写真−2　農道の陥没
（狩尾地区）
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浸
食
・
削
剥
さ
れ
、
硬
岩
が
露
頭
し
て
い
る
も
の
と
推
定

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ま
だ
崩
壊
地
内
に
残
土
が
あ
る
場
合

は
、
今
後
の
余
震
や
降
雨
に
よ
り
さ
ら
に
浸
食
、
削
剥
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

た
。
地
震
時
の
崩
壊
を
解
析
す
る
際
に
は
直
後
の
形
状
を

正
し
く
再
現
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

て
い
る
。

　

こ
の
移
動
に
よ
り
移
動
土
塊
南
側
で
陥
没
亀
裂
が
出
現

し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

３
．
山
腹
斜
面
崩
壊
調
査

　

こ
の
地
震
に
よ
り
、
阿
蘇
山
外
輪
山
の
カ
ル
デ
ラ
壁
で

は
数
多
く
の
表
層
崩
壊
が
出
現
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
滑
落
崖
が
９
合
目
付
近
に
出
現
す
る
地
震
時
特
有
の
崩

壊
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
阿
蘇
大
橋
を
破
壊
し
た
大

崩
壊
地
を
踏
査
し
た
。
写
真
ー
５
は
国
土
地
理
院
に
よ
り

本
震
の
発
生
日
に
撮
影
さ
れ
た
大
規
模
崩
壊
の
斜
め
写

真
で
あ
る

8
。
こ
の
崩
壊
は
幅
約
２
０
０
ｍ
、
長
さ
約

７
０
０
ｍ
、
崩
壊
土
量
は
約
50
万
㎥
と
い
わ
れ
て
い
る
大

規
模
な
崩
壊
で
あ
る

9
。
崩
壊
上
部
と
右
岸
で
は
黄
褐
色

の
地
山
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
黒
ボ
ク
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
崩
壊
地
が
発
生
し
た
斜
面
は
、
地
表
は
植
生
に

覆
わ
れ
て
い
る
が
、
右
岸
の
滑
落
崖
の
観
察
よ
り
明
ら
か

な
よ
う
に
植
生
の
下
部
に
は
厚
さ
お
よ
そ
３
～
５
ｍ
程
度

の
黒
ボ
ク
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
①
本
震
時

に
お
け
る
崩
壊
す
べ
り
面
は
、
黒
ボ
ク
内
で
出
現
し
た
か
、

あ
る
い
は
②
黒
ボ
ク
を
載
せ
た
ま
ま
地
山
と
の
境
界
部
で

す
べ
り
面
が
出
現
し
た
か
の
い
ず
れ
か
が
考
え
ら
れ
た
。

一
方
、
写
真
ー
６
は
、
２
・
５
か
月
後
の
７
月
５
日
の
踏

査
時
の
大
規
模
崩
壊
の
状
況
で
あ
る
。
大
き
な
特
徴
は
崩

壊
面
に
は
黒
ボ
ク
が
全
く
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
余
震
に
よ
る
二
次
崩
壊
が
発
生
し
て
削
剥
さ

れ
た
か
、
あ
る
い
は
地
震
後
の
降
雨
に
よ
る
浸
食
に
よ
り

削
剥
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
加
え
て
、
す
べ
り
面

は
凹
凸
が
激
し
く
、
②
の
原
因
に
よ
り
移
動
し
た
土
砂
が
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会
、

２
０
１
６

し
た
落
差
１
・
５
ｍ
の
南
落
ち
段
差
で
あ
る
。
一
方
、
写

真
ー
４
は
的
石
地
区
に
出
現
し
た
落
差
２
ｍ
以
上
の
北
落

ち
の
段
差
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の

陥
没
変
状
に

関
し
て
は
、

日
本
応
用
地

質
学
会
に
よ

る
調
査
報

告
書
速
報
版

（
そ
の
１
）7

に
よ
る
と
、

地
震
を
は
さ

ん
で
撮
影
さ

れ
た
異
な
る

２
時
期
の
空

中
写
真
解
析

よ
り
、①
全
体
と
し
て
は
北
～
北
東
方
向
へ
０
・
５
～
１
・

５
ｍ
程
度
の
変
位
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
②
図
ー
１
に
示

し
た
内
牧
地
区
、
狩
尾
地
区
お
よ
び
的
石
地
区
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
１
～
２
㎢
四
方
の
大
き
さ
で
北
～
北
西
方
向
に
２

～
５
ｍ
の
大
き
な
移
動
が
出
現
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

写真−5　本震直後の阿蘇大橋付
近の大規模崩壊（国土地理院）8

写真−3　南落ち陥没崖
（内牧地区）

写真−4　北落ち陥没壁
（的石地区）

写真−6　踏査時（7月5日）の状況

7
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平
成
28
年
度

斜
面
対
策
工
法
の
新
し
い
考
え
方〔
耐
震
を
含
む
〕講
演
会

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

平
成
28
年
11
月
17
日
（
木
）
長
野
県
松
本
市
に
お
い
て
、

ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
併
用
工
法
研
究
会
（
以

下
「
Ｒ
Ｒ
併
用
工
法
研
究
会
」）

が
主
催
す
る
「
斜
面
対
策
の
新
し

い
考
え
方
（
耐
震
を
含
む
）
講
演

会
」
が
開
催
さ
れ
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
、
林
野
庁
・
県
等
の
約
70
名

の
参
加
が
あ
り
、
長
野
県
に
お
け

る
自
然
災
害
と
防
災
・
減
災
対
策

へ
の
取
り
組
み
の
紹
介
や
Ｒ
Ｒ
併

用
工
法
の
普
及
を
行
い
ま
し
た
。

２
．
特
別
講
演
「
長
野
県
の
自
然
災
害
を
再
考
す
る
〜
地

域
を
知
っ
て
減
災
を
目
指
す
」

�

（
信
州
大
学
全
学
教
育
機
構
教
授　

大
塚　

勉
）

　

長
野
県
は
県
の
南
北
に
糸
井
川
〜
静
岡
構
造
線
が
走
り
、

活
断
層
に
沿
っ
て
長
野
・
松
本
・
諏
訪
・
伊
那
盆
地
が
形

成
さ
れ
、
県
民
の
生
活
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
地
震
と
県
民
生
活
に
は
大
き
な
関
わ
り
が
あ
り
、
近

年
で
は
、
平
成
23
年
に
長
野
県
北

部
地
震
（
栄
村
）
と
松
本
地
震

（
松
本
市
）、
平
成
24
年
に
は
神
城

断
層
地
震
（
大
町
市
）
等
、
大
き

な
地
震
が
多
発
し
、
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
町
は
、

活
断
層
の
位
置
等
を
記
載
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
公
表
し
、
一
部

の
市
で
は
宅
地
造
成
の
履
歴
情
報

の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
民
は
自
分
の
生
活
し
て
い

る
地
域
の
過
去
の
災
害
履
歴
や
被
害
想
定
区
域
を
知
る
と

伴
に
地
盤
の
造
成
履
歴
を
知
り
、
防
災
知
識
や
意
識
の
向

上
に
役
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

３
．「
長
野
県
が
取
り
組
む
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」

（
長
野
県
林
務
部
森
林
づ
く
り
推
進
課
治
山
係

�

課
長
補
佐
係
長　

小
澤　

岳
弘
）

　

平
成
18
年
７
月
に
岡
谷
市
を
中

心
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
で
は
、

カ
ラ
マ
ツ
の
不
適
地
へ
の
造
林
や

過
密
化
に
起
因
し
て
、
立
木
を
巻

き
込
む
土
石
流
が
発
生
し
、
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
長
野
県
で
は
、「
災
害
に

強
い
森
づ
く
り
指
針
」
を
作
成

し
、
治
山
施
設
の
計
画
と
周
辺
森

林
で
の
間
伐
や
環
境
に
適
合
し
た
樹
種
の
植
栽
等
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
野
県
の
森
林
面

積
は
約
68
万
ha
と
広
く
、
ま
た
山
地
災
害
危
険
地
区
は
約

７
千
箇
所
あ
る
こ
と
か
ら
、
治
山
事
業
の
対
象
箇
所
と
優

先
順
位
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
た
め
、
平
成
25

年
度
か
ら
民
有
林
を
対
象
に
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
を
実
施

し
、
危
険
箇
所
の
抽
出
を
行
う
森
林
解
析
作
業
に
取
り
組

み
、
治
山
事
業
の
計
画
等
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

４
．「
熊
本
地
震
に
よ
る
地
盤
災
害
」

�

（
神
戸
大
学
名
誉
教
授　

沖
村　

孝
）

　

熊
本
県
益
城
町
は
、
町
を
横
断
す
る
道
路
で
、
新
興
住

宅
地
、
古
い
街
並
み
、
比
較
的
新
し
い
街
の
三
地
域
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
屋
被
害
調
査
の
結
果
、
新
興

住
宅
地
で
は
、
被
害
は
少
な
い
が
１
階
が
全
壊
し
て
い
る

事
例
が
あ
る
、
古
い
街
並
み
地
域
で
は
、
全
壊
し
て
い
る

事
例
が
多
い
、
比
較
的
新
し
い
街
で
は
、
１
階
の
被
災
が

見
ら
れ
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
古
い
街
並
み
地
域

は
、
地
盤
が
崩
積
土
で
弱
か
っ

た
こ
と
が
被
害
を
大
き
く
し
た

原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、

地
質
図
か
ら
も
段
丘
堆
積
物
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

住
民
は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る

地
域
の
成
り
立
ち
を
知
っ
て
お

く
こ
と
が
防
災
や
減
災
対
策
に

役
立
ち
ま
す
。

５
．
Ｒ
Ｒ
併
用
工
法
研
究
会
の
紹
介
と
工
法
概
要

�

（
㈱
ダ
イ
ヤ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

鏡
原　

聖
史
）

　

Ｒ
Ｒ
併
用
工
法
は
、
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
を
斜
面
に
直
角
に

打
設
し
、
そ
の
頭
部
を
支
圧
板
と
ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
に
よ
っ

て
連
結
し
、
斜
面
の
安
定
を
図
る
も
の
で
、
既
存
立
木
を

保
全
し
な
が
ら
施
工
が
可
能
で
、

環
境
・
景
観
に
配
慮
し
た
工
法

で
す
。
兵
庫
県
に
お
い
て
発
生

し
た
平
成
21
年
豪
雨
災
害
や
平

成
25
年
淡
路
島
地
震
で
は
、
斜

面
崩
壊
を
防
ぐ
な
ど
施
工
効
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。
地
震
の
多

い
長
野
県
に
お
い
て
も
「
災
害

に
強
い
森
づ
く
り
」
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
間
伐
を
実
施
し

た
後
の
斜
面
安
定
対
策
に
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

６
．
終
わ
り
に

　

本
講
演
会
で
は
、
質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
、
Ｒ
Ｒ

併
用
工
法
へ
の
興
味
・
関
心
が
高
い
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

今
後
、
講
演
会
を
期
に
長
野
県
に
お
い
て
も
Ｒ
Ｒ
併
用
工

法
が
普
及
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

会場全景

小澤課長補佐係長

鏡原課長 沖村名誉教授

大塚教授
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「
六
甲
山
の
災
害
展 

２
０
１
６
」の
開
催

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課
・
神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
六
甲
治
山
事
務
所

夏
休
み
防
災
未
来
教
室 

（
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
）

１
．
は
じ
め
に

　

近
年
の
局
地
化
・
激
甚
化
す
る
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
、

全
国
各
地
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
今
年
も
ニ

ュ
ー
ス
等
で
は
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
都
市
に
隣
接
す
る
六
甲
山
系
は
、
地
形
が
急
峻
で
、

も
ろ
く
崩
れ
や
す
い
土
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
震
や
豪

雨
等
が
ひ
と
た
び
発
生
す
れ
ば
大
規
模
災
害
に
発
展
す
る

確
率
が
高
ま
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
昭
和
13
年
の
阪
神
大

水
害
、
昭
和
36
年
及
び
42
年
の
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
土
砂

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

は
、
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
地
震
災

害
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
幾
度
と
な

く
発
生
し
て
い
る
六
甲
山
系

の
災
害
の
歴
史
を
学
習
し
、

ま
た
、
実
験
装
置
等
に
よ
る

体
験
を
通
じ
、
山
地
災
害
に

関
す
る
知
識
や
防
災
意
識
の

向
上
を
目
的
に
「
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
」
を
会
場
と

し
て
、
夏
休
み
期
間
中
の
８

月
16
日
か
ら
28
日
ま
で
「
六

甲
山
の
災
害
展
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

２
．
防
災
意
識
の
向
上

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
既
に
21
年
が
経
過
し
、
防
災

に
対
す
る
意
識
も
時
間
と
共
に
薄
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
も
う
一
度
、
防
災
意
識
を
見
直
す
事
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
は
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う

「
自
助
」
の
意
識
を
持
ち
、
事
前
に
危
険
な
場
所
を
把
握

し
て
お
き
、
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
防
災
の
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。
会
場

で
は
、「
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
来
場
者
の
方

に
操
作
し
て
も
ら
い
、
自

宅
周
辺
の
危
険
箇
所
や
避

難
場
所
を
調
べ
た
り
、
避

難
判
断
に
役
立
つ
リ
ア
ル

タ
イ
ム
な
情
報
を
閲
覧
操

作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

３
．
実
験
装
置
で
の
体
験

　

会
場
で
は
、
土
石
流
の
仕
組
み
が
３
Ｄ
映
像
で
見
ら
れ

る
「
３
Ｄ
立
体
映
像
装
置
び
っ
く
り
く
ん
」
と
、
土
石
流

を
再
現
し
被
害
状
況
と
治
山
ダ
ム
の
整
備
効
果
を
体
感
で

き
る「
土
石
流
実
験
装
置
」に
よ
る
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
新
た
に
、
県
砂
防
課
に
よ
る
「
地
す
べ

り
模
型
実
験
装
置
」
と
「
が
け
崩
れ
模
型
実
験
装
置
」
の

実
演
や
、
Ｒ
Ｒ
併
用
工
法
研
究
会
の
「
斜
面
安
定
工
法
実

験
装
置
」
に
よ
る
実
演
も
行
わ
れ
、
土
石
流
や
地
す
べ
り

災
害
等
に
お
け
る
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
と
好
評
で
し
た
。

４
．
お
わ
り
に

　

来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
来
場
し
た
約
60

％
の
方
か
ら
「
防
災
意
識
が
向
上
し
た
」
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、「
避
難
経
路
を
再
確
認
す
る
」、「
周

辺
の
危
険
箇
所
を
確
認
す
る
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

開
催
目
的
で
あ
る
「
防
災
意
識
の
向
上
」
は
果
た
せ
て
い

る
か
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
、
六
甲
山
を
護
る
関
係
機

関
等
が
一
体
と
な
り
、
防
災
、
減
災
等
に
つ
い
て
県
民
の

皆
さ
ま
が
理
解
し
避
難
行
動
で
き
る
よ
う
普
及
啓
発
に
よ

り
一
層
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

展示会場の様子

来場者によるCGハザードマップ操作体験

がけ崩れ模型実験装置の実演

斜面安定工法実験装置の実演

土石流実験装置の実演

3D立体映像装置の実演

（15） 平成29年1月7日



第
31
回「
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ
ア
」

�

10
月
９
日
㈰
開
催

兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会

　

兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会
（
林
業
関
係
13
団
体
で

構
成
―
会
長
・
松
野
正
和
）
は
、
平
成
28
年
10
月
９
日

（
日
）、
神
戸
市
中
央
区
の
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
高
浜
岸

壁
周
辺
（
モ
ザ
イ
ク
前
）
に
お
い
て
、「
～
木
材
は
人
と

地
球
に
や
さ
し
い
循
環
資
源
～
『
木
材
を
使
っ
て
、
人
に

健
康
を
、
地
域
に
元
気
を
』」
を
テ
ー
マ
に
、
今
回
で
第

31
回
を
迎
え
る
「
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
第
21
回
ラ
ジ
オ
関
西

ま
つ
り
等
と
共
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
延
べ
５
万
５
千

人
が
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
23
団
体
が
25
ブ
ー
ス
に
出
展
し
、
特
に
「
木
工

教
室
」
で
は
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
、
例
年
ど
お

り
大
変
好
評
で
、
本
格
的
な
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
を
製
作
す

る
人
な
ど
盛
況
で
し
た
。

　

出
展
ブ
ー
ス
で
は
、
木
材
に
文
字
を
書
き
「
カ
ン
ナ
削

り
」
を
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
各
ブ
ー
ス
で
の
コ
ー
ス
タ
ー
や

サ
イ
コ
ロ
づ
く
り
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
な
ど
の
「
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
子
供
達
が
実
際
の
太
さ
の
柱
・
梁
・

桁
等
の
木
材
を
担
い
で
木
造
住
宅
を
組
み
立
て
る
「
子
供

棟
上
げ
体
験
」
な
ど
、
触
れ
て
遊
ん
で
体
験
す
る
コ
ー
ナ

ー
が
子
供
達
を
中
心
に
人
気
を
集
め
た
ほ
か
、
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
や
ま
な
板
な
ど
「
木
工
家
具
な
ど
暮
ら
し
の
中
で

使
え
る
木
製
品
」
や
「
木
の
お
も
ち
ゃ
」
の
展
示
・
販
売

な
ど
、
日
曜
日
の
一
日
を
家
族
連
れ
等
で
過
ご
す
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
実
物
の
10
分
の
1
模
型
に
よ
る
環
境
配
慮

型
在
来
木
造
住
宅
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
」
や
「
工
法
模
型
」
の

展
示
、「
木
の
特
性
紹
介
」「
木
造
住
宅
の
良
さ
」「
兵
庫

県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅
特
別
融
資
制
度
」
等
の
パ
ネ
ル

展
示
な
ど
に
よ
る
「
木
の
良
さ
」
に
つ
い
て
、
ま
た
、
来

春
開
校
予
定
の
「
兵
庫
県
立
森
林
大
学
校
」
に
つ
い
て
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
で
は
、
木
造
住
宅
等
に
県
産
木
材
を
使

う
こ
と
の
意
義
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
森
を
守

り
自
然
と
の
調
和
を
目
指
す
「
ひ
ょ
う
ご
木
づ
か
い
王

国
」
を
仮
想
の
世
界
で
建
国
し
、
様
々
な
木
づ
か
い
に
関

す
る
情
報
の
発
信
の
場
と
し
て
、
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

のum
ie M

O
SA

IC

（
モ
ザ
イ
ク
）
２
階
に
開
校
し
て
い

る
「
ひ
ょ
う
ご
木
づ
か
い
王
国
学
校
」
も
ひ
ょ
う
ご
木
材

フ
ェ
ア
に
臨
時
開
校
し
、「
ひ
ょ
う
ご
の
も
り
の
杉
の
つ

み
木
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
多
く
の
子
供
達
が

杉
の
香
り
が
す
る
つ
み
木
で
、
好
き
な
も
の
を
組
み
立
て
、

色
を
ぬ
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
土
砂
災
害

が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
場
者
に
土
石
流
の

発
生
か
ら
流
下
状
況
を
リ
ア
ル
に
迫
力
の
あ
る
映
像
と
音

響
に
よ
り
再
現
さ
れ
た
３
Ｄ
立
体
映
像
装
置
「
び
っ
く
り

く
ん
」
で
体
験
い
た
だ
き
、
土
石
流
に
対
す
る
危
険
性
と

防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

【「
第
31
回
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ
ア
」の
出
展
者
―
23
団
体
】

㈱
大
野
製
材
所
、
木
原
木
材
店
（
北
は
り
ま
小
径
木
加
工

セ
ン
タ
ー
）、
神
戸
木
材
仲
買
協
同
組
合
、K

obe

も
り
の

木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
神
戸
市
建
設
局
、
正
垣
木
材
㈱
、
㈱

谷
垣
、
丹
波
市
木
材
林
産
協
同
組
合
東
亜
林
業
㈱
、
㈱
日

林
マ
テ
リ
ア
ル
・
林
ベ
ニ
ヤ
産
業
㈱
、
ひ
ょ
う
ご
木
づ
か

い
王
国
学
校
、
ひ
ょ
う
ご
木
の
す
ま
い
協
議
会
（
ミ
ヤ
シ

タ
）、
ひ
ょ
う
ご
木
の
匠
の
会
（
㈱
ク
レ
ス
ト
ホ
ー
ム
）、

兵
庫
県
（
林
務
課
・
豊
か
な
森
づ
く
り
課
）、
兵
庫
県
森

林
組
合
連
合
会
・
農
林
中
央
金
庫
、（
一
社
）
兵
庫
県
治

山
林
道
協
会
、
兵
庫
県
木
材
青
年
ク
ラ
ブ
、
兵
庫
県
立
丹

波
年
輪
の
里
、
兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会
、
㈱
木
栄
、

ヨ
ド
プ
レ
㈱

3D立体映像装置「びっくりくん」

ひょうご木材フェアの様子

カンナ削り

子供棟上げ体験

親子木工教室

1/10木造住宅モデルの展示
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三
熊
山
洲
本
城
跡
周
辺
の
里
山（
洲
本
市
小
路
谷
）で

「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
２
０
１
６
」を
開
催

農
政
環
境
部
環
境
創
造
局
豊
か
な
森
づ
く
り
課

　

兵
庫
県
、
洲
本
市
、（
公
社
）
兵
庫
県
緑
化
推
進
協
会

の
主
催
に
よ
る
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
２
０
１
６
」
が
、

平
成
28
年
11
月
6
日
（
日
）
に
洲
本
市
小
路
谷
の
洲
本
城

跡
周
辺
の
会
場
に
お
い
て
、「
山
と
海
、
史
跡
と
と
も
に

森
づ
く
り
～
御
食
国
（
み
け
つ
く
に
）
の
淡
路
島
で
自
然

と
歴
史
を
感
じ
よ
う
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
県
下
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
約
３
千
人
の
県
民
の

皆
様
が
、
森
に
親
し
み
、
森
の
大
切
さ
を
体
験
し
な
が
ら

「
県
民
総
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
」
に
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
県
警
音
楽
隊
に
よ
る
プ
ロ
ロ
ー
グ
演
奏
、
式

典
で
は
、
各
種
表
彰
に
続
き
、
洲
本
市
内
の
緑
の
少
年
団

の
宣
誓
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡
協
議
会
の
活
動

報
告
、
続
い
て
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
、
洲
本

城
友
の
会
も
参
加
し
た
県
民
総
参
加
で
森
を
守
る
宣
言

“
み
ん
な
の
森
づ
く
り
活
動
宣
言
”
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
２
０
１
６
の
開
催
記
念

と
し
て
、
県
猟
友
会
の
協
力
に
よ
り
キ
ジ
が
放
鳥
さ
れ
、

井
戸
知
事
、
洲
本
市
長
に
よ
り
、
三
熊
山
に
自
生
す
る

「
ホ
ル
ト
ノ
キ
」
と
市
木
「
ク
ロ
マ
ツ
」
の
植
樹
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
洲
本
市
出
身
の
モ
デ
ル

で
「
ふ
る
さ
と
す
も
と
応
援
大
使
」
の
“
朝
比
奈 

彩
”

さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、“
洲
本
高
校
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ダ

ン
ス
部
”
に
よ
る
華
麗
な
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、“
に
こ
い
ち
”

に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、“
大
野
わ
ら
じ
ク
ラ
ブ
”
に
よ
る

和
太
鼓
演
奏
、
そ
し
て
同
時
開
催
さ
れ
た
第
8
回
洲
本
城

ま
つ
り
の
武
者
行
列
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
雄
叫
び
を
上
げ
る

な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
洲
本
市
か
ら
次
期
開
催
地
の
多

可
町
へ
「
の
ぼ
り
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」、
そ
し
て
最
後
は

盛
大
に
餅
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ブ
ー
ス
で
は
、
間
伐
材
を
用
い
た
ク
ラ
フ
ト
づ

く
り
、
地
元
の
名
物
料
理
の
紹
介
や
販
売
、
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
な
ど
多
彩
な
出
展
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
森
の
中
で
は
、“
み
ん
な
の
森
づ
く
り
活
動

宣
言
”
を
し
た
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
里
山
林
整
備
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
緑
の
少
年
団
は
、
森
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
里
山
林
を
整
備

体
験
し
、
自
然
の
な
か
で
楽
し
み
な
が
ら
身
体
を
動
か
し

森
を
守
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
、
ご
協
力
、
ご
支
援

を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

緑化作品コンクールとひょうご森づくり
活動の表彰

林業労働功労者表彰、県営樹苗養成事業
苗畑品評会の表彰と兵庫県林業士の認定

“みんなの森づくり活動宣言”「みんなの
森をみんなで守るぞ！」と来場者全員で

声高らかに

地元と県下の森林ボランティア、漁業者ら
による洲本城周辺の里山林整備の実践活動

ひょうご森のまつり2016開催記念植樹
（井戸知事 ホルトノキ、竹内洲本市長 クロマツ）

兵庫県治山林道協会より出展
降雨体験装置「カッパくん」
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は
じ
め
に

　

峰
山
高
原
は
兵
庫
県
の
中
央
を
流
れ
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ

市
川
の
上
流
部
、
標
高
９
０
０
ｍ
に
位
置
す
る
高
原
で
、

ス
ス
キ
や
サ
サ
草
原
の
中
に
湿
地
や
森
林
が
点
在
し
、
変

化
に
富
ん
だ
自
然
環
境
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最

高
峰
の
暁
晴
山
（
１
０
７
７
ｍ
）
に
は
電
波
塔
が
林
立
し
、

施
設
管
理
の
た
め
の
舗
装
さ
れ
た
道
が
山
頂
ま
で
整
備
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
車
の
侵
入
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
高
原
入
口
に
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
、
周

辺
に
は
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
昔
と
は
大

き
く
様
変
わ
り
し
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
兵
庫
県

で
も
有
数
の
シ
カ
の
生
息
地
で
そ
の
影
響
も
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

峰
山
高
原
の
生
き
物

　

峰
山
高
原
を
散
策
す
る
の
に
一
番
良
い
季
節
は
５
月
下

旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
で
し
ょ
う
。
先
ず
は
入
口
か
ら

キ
ャ
ン
プ
場
経
由
で
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
場

に
近
づ
き
両
側
が
明
る
く
開
け
て
く
る
と
カ
マ
ツ
カ
の
白

い
花
や
木
の
実
の
よ
う
な
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
の
花
が
目
に

つ
き
ま
す
。
ま
た
、
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
、
ヤ
ブ
ウ
ツ
ギ
、
ニ
シ

キ
ウ
ツ
ギ
な
ど
の
背
の
高
い
ウ
ツ
ギ
類
が
多
い
の
も
特
徴

で
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
向
い
の
サ
サ
原
は
か
っ
て
背
丈
ほ
ど

の
サ
サ
が
生
い
茂
り
中
へ
入
る
の
も
困
難
で
し
た
が
、
現

在
は
シ
カ
に
す
っ
か
り
食
べ
尽
く
さ
れ
、
サ
サ
原
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
辺
か
ら
小
さ
な
湿
地
が
至
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
が
、
湿
地
を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な
動
植
物

が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
す
。
ヤ
ブ
デ
マ
リ
の

白
い
花
が
満
開
の
い
く
つ
か
の
湿
地
を
通
り
過
ぎ
、
曉
晴

山
山
頂
に
至
る
道
に
は
セ
ン
ブ
リ
の
花
が
あ
ち
こ
ち
に
咲

い
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

山
頂
付
近
の
ス
ス
キ
草
原
は
サ
サ
原
と
違
っ
て
シ
カ
の
食

害
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
誌
に
シ
カ
の
食
害
を
レ
ポ
ー
ト

さ
れ
て
い
る
近
藤
伸
一
さ
ん
に
よ
る
と
、
嗜
好
の
順
位
の

差
で
あ
っ
て
食
べ
な
い
わ
け
で
は
な
い
そ
う
で
す
。
山
頂

で
３
６
０
度
の
展
望
を
楽
し
ん
だ
後
、
ホ
テ
ル
近
く
の
リ

ラ
ク
シ
ア
の
森
を
歩
い
て
み
ま
す
。
コ
ナ
ラ
や
ミ
ズ
ナ
ラ

等
の
落
葉
樹
の
森
で
す
が
、
鬱
蒼
と
し
て
暗
く
、
林
床
に

は
落
葉
が
厚
く
堆
積
し
て
い
ま
す
。
下
草
や
下
層
木
も
あ

ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
渓
流
沿
い
に
シ
カ
の
食
害
を
受
け

な
い
ク
リ
ン
ソ
ウ
が
小
さ
な
群
落
を
作
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
白
花
が
多
く
何
と
な
く
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
森
の

奥
深
く
に
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
た
湿
地
が
あ
り
ま
す
が
、

ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
の
貴
重
な
湿
地
植
生
を
保
護
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
中
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
以
前
は
、
こ
の
よ
う
な
湿
地
が
高
原
の
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
昔
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
で
も
峰
山
高
原
に
は
他
で
は
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
自

然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
季
折
々
に
違
っ
た
面
も

見
せ
て
く
れ
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
端
で
も
紹
介
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

森
と
水
辺
の
生
き
物
を
訪
ね
て（
７
）

　
　

峰
山
高
原
を
歩
こ
う�

佐
藤
邦
夫

１頭のメスがこちらを見張っている。レ
ンズの向きを変えると鋭い鳴き声と共に
数頭が逃げていった。

花穂は通常２個でこの名があるが、１個
や３個の場合もある。林床にこれしか見
られない場所もありシカの不嗜好植物か
もしれない。

ニホンジカ

秋になると山頂一帯が銀色の波に覆われ、
素晴らしい景観を楽しむことができる。

ススキ草原

シカの不嗜好植物であることから県内各
地で群落の拡大が報告されている。通常
は紅紫色だがここでは白花が多い。

クリンソウ
（兵庫県版RDB2010 Bランク）

フタリシズカ
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日当たりの良い登山道脇などに生育し、
漢方で健胃剤として使われる。近年、減
少傾向にありシカの食害を受けている可
能性が高い。シカも胃薬にしているのだ
ろうか。

ヒルの多い池に生育し、ヒルが葉の上で
休むという意味で名づけられた。水中に
ある沈水葉と水面にある浮葉を持ち、水
生植物の乏しい山間の池に生息する生き
物にとって貴重な場所を提供している。

播磨北西部の高標高地に多く兵庫県は分
布の西限に当たる。日当たりの良い枝に
釣鐘形の花をたわわにつける。

以前は無毒のヘビと思われていたが、ウ
ミヘビと同じように牙ではなく奥の歯に
毒腺を持つことが判明している。性格は
温和でいじめない限り噛まれることはな
い。写真は30cmほどの幼体で側溝か
ら抜け出せないでいた。

アゲハチョウの仲間にしては珍しい北方
系の種類で山地に多い。日本で一番美し
いチョウという人もいる。幼虫は漢方胃
腸薬で有名な陀羅尼助丸の原料となるミ
カン科のキハダを食べる。

タニウツギによく似ているが、より濃い
赤色の花をつける。主に太平洋側に分布
し、本種とタニウツギ、ニシキウツギが
混生するのは珍しい。

センブリフトヒルムシロ サラサドウダン
（兵庫県版RDB2010 Bランク）

県内の山地に普通に見られピンクの花を
咲かせる。白花の株も混じるが同種かど
うかは不明である。

バラ科の落葉低木で古くから鑑賞用に栽
培されている。県内の分布は限られてお
り自生かどうかは不明である。

シモツケ
（兵庫県版RDB2010 Bランク）

人工池の上のアカマツの枝に下がる卵嚢、
適当な枝が無いところでは水際の植物や
コンクリート壁面にも産卵する。

モリアオガエル卵嚢
（兵庫県版RDB2003　Bランク）

タニウツギ

２色の花をつけるのでこの名があるが、
最初から２色ではなく咲き始めは白色で
徐々にピンク色に変化していく。

秋の七草の一種であるが実際には６月頃
から咲いている。通常はピンク色の花を
咲かすが稀に白花も見られる。

カワラナデシコ

湿地のミズゴケの中に産み込まれていた
ものを撮影のため取り出した。高標高地
のため本種のものかどうか疑問が残るが、
モリアオガエルの卵嚢とは明らかに違う。

シュレーゲルアオガエル卵嚢
（兵庫県版RDB2003　Cランク）

ニシキウツギ
（兵庫県版RDB2010 Cランク）

ヤマカガシミヤマカラスアゲハ ヤブウツギ
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チ
ョ
ウ
類
は
生
態
系
の
生
物
指
標
と
し
て
優
れ
て
い
ま

す
。
昆
虫
の
中
で
は
比
較
的
大
型
で
、
種
ご
と
に
翅
の
斑

紋
が
異
な
り
、
昼
行
性
で
、
種
数
が
適
当
で
あ
り
、
生
態

学
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
チ
ョ
ウ
類
群

集
の
分
布
や
、
年
月
を
追
っ
た
個
体
数
の
変
化
を
記
録
す

る
こ
と
で
、
そ
の
背
景
に
あ
る
自
然
環
境
の
状
態
や
変
化

を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

シ
カ
の
食
害
が
、
チ
ョ
ウ
類
群
集
に
及
ぼ
し
た
影
響
を

調
べ
る
た
め
、

養
父
市
の
妙

見
山
山
麓
部

の
3
地
区
で
、

シ
カ
の
食
害

前
の
２
０
０

１
年
と
、
食

害
で
下
層
植

生
が
衰
退
し

た
２
０
１
４

年
に
、
ト
ラ

ン
セ
ク
ト
調

査
法
に
よ
っ

て
チ
ョ
ウ
類

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
異
常
繁
殖
に
よ
る
自
然
環
境
の
変
化（
４
）

チ
ョ
ウ
類
群
集
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響�

近
藤
伸
一

群
集
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
方
法
は
4
月
～
10
月
の
間

に
月
3
回
の
割
合
で
、
同
一コ
ー
ス
を

歩
き
、
左
右
及
び
上
部
約
５ｍ
の
範

囲
内
で
目
撃
し
た
チ
ョ
ウ
の
数
を
、
種

ご
と
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
い
う
方
法
で

す
。
調
査
地
は
養
父
市
八
鹿
町
石
原

（
調
査
延
長
９
０
０ｍ
写
真
Ａ
・
Ｂ
）、

写真A-2　八鹿町石原 2014年９月写真A-1　八鹿町石原調査コース 2001年９月

写真B-2　八鹿町石原 2014年７月写真B-1　八鹿町石原 2001年９月

左青が2001年、右赤が2014年

図1　シカの食害によるチョウ類の種数の減少

図2　チョウ類の生息密度の減少

調査地の変化

左青が2001年、右赤が2014年
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八
鹿
町
加
瀬
尾
（
調
査
延
長
１
０
０
０
ｍ
写
真
Ｃ
）、
八

鹿
町
妙
見
（
調
査
延
長
１
３
０
０
ｍ
写
真
Ｄ
）
の
3
か
所

で
す
。

　

２
０
０
１
年
当
時
の
下
層
植
生
は
、
シ
カ
の
採
食
の
痕

跡
は
全
く
な
く
、
自
然
豊
か
な
地
域
で
し
た
。
石
原
の
調

査
地
に
は
ク
マ
タ
カ
が
飛
び
、
水
た
ま
り
周
辺
に
は
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
が
産
卵
し
て
い
ま
し
た
。
加
瀬
尾
の
春
は
畦

畔
が
ス
ミ
レ
の
花
で
紫
に
な
り
、
妙
見
の
山
道
で
は
ギ
フ

チ
ョ
ウ
が
舞
い
、
夏
は
サ
サ
ユ
リ
、
秋
に
は
キ
キ
ョ
ウ
が

咲
き
ま
し
た
。
石
原
か
ら
妙
見
を
結
ぶ
林
道
の
斜
面
は
ヤ

マ
ブ
キ
で
黄
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
シ
カ
の
食
害

が
進
み
、
２
０
０
８
年
頃
に
は
農
地
の
周
囲
に
食
害
防
止

用
の
シ
カ
柵
が
設
置
さ
れ
、
林
道
法
面
は
裸
地
化
が
進
み
、

シ
カ
の
不
嗜
好
性
植
物
、
特
に
タ
ケ
ニ
グ
サ
の
群
落
が
目

立
ち
始
め
ま
し
た
。　

　

２
０
０
１
年
と
２
０
１
４
年
の
調
査
は
、
ル
ー
ト
、
調

査
方
法
な
ど
す
べ
て
同
一
条
件
で
、
4
月
～
10
月
の
各
月

3
回
、
１
年
間
に
19
回
実
施
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
を
比
較
す
る
と
種
類
数
は
、
２
０
０
１
に
67

種
を
確
認
し
た
の
に
対
し
２
０
１
４
年
は
29
種
で
、
実
に

38
種
が
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
図
1
は
そ
の
結
果
を

グ
ラ
フ
で
比
較
し
た
も
の
で
す
。

　

個
体
数
を
比
較
す
る
と
、
２
０
０
１
年
に
２
０
９
１
個

体
を
確
認
し
た
の
に
対
し
２
０
１
４
年
は
３
２
１
個
体
に

減
少
し
ま
し
た
。
調
査
距
離
に
換
算
す
る
と
（
生
息
密

度
）、
図
2
の
よ
う
に
、
１
０
０
０
ｍ
の
調
査
地
で
34
個

体
見
ら
れ
た
の
が
、
わ
ず
か
5
個
体
（
15
％
）
し
か
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

シ
カ
の
食
害
が
チ
ョ
ウ
類
群
集
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
チ
ョ
ウ
以
外

の
生
物
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
容
易

に
想
像
で
き
ま
す
。

写真C-1　八鹿町加瀬尾 2001年10月 写真C-2　八鹿町加瀬尾 2014年9月

写真D-1　八鹿町妙見 2001年9月 写真D-2　八鹿町妙見 2014年5月

①ヒメキマダラヒカゲ　2001年6月 妙見
2001年に32個体確認　2014年未確認

②サカハチチョウ　2001年4月 石原
2001年に25個体確認　2014年未確認
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瀞
川
・
氷
ノ
山
線 

紅
葉
の
林
道
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

　

当
協
会
で
は
、
平
成
１５
年
秋
か
ら
森
林
基
幹
道
「
瀞

川
・
氷
ノ
山
線
」
で
新
緑
と
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
に
定
例
的

に
林
道
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
は
平
成
28
年
10
月
26
日
（
火
）
～
27
日
（
水
）

に
参
加
者
３０
名
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

林
業
会
館
を
大
型
バ
ス
で
出
発
。
養
父
市
大
屋
町
の

「
あ
ゆ
公
園
」
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
換
え
横
行
林
道

か
ら
瀞
川
・
氷
ノ
山
線
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
は
、
自
然
観
察
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
使
い
、

但
馬
の
自
然
や
氷
ノ
山
山
系
の
植
生
を
は
じ
め
、
特
に
ブ

ナ
の
特
徴
や
ブ
ナ
林
の
四
季
の
う
つ
ろ
い
な
ど
を
説
明
し
、

関
心
を
高
め
て
頂
き

ま
し
た
。

　

横
行
林
道
の
途
中

に
あ
る
氷
ノ
山
ふ
も

と
か
ら
湧
出
し
て
い

る
水
で
あ
る
「
ぶ
な

の
し
ず
く
」
で
休
憩

し
ま
し
た
。「
ぶ
な

の
し
ず
く
」
は
養
父

の
銘
酒
「
仙
櫻
」
に

も
使
わ
れ
て
い
る
但

馬
の
名
水
で
す
。

　

バ
ス
は
、
紅
葉
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
渓
谷
の
木
々
の
合

間
を
縫
い
な
が
ら
、
林
道　

瀞
川
・
氷
ノ
山
線
に
入
り
、

林
道
最
高
峰
１
２
５
０
ｍ
を
経
て
、「
ぶ
な
の
観
察
駅
」

で
バ
ス
を
降
り
、
今
に
も
雨
が
降
り
だ
し
そ
う
な
天
候
で

は
あ
り
ま
し
た
が
ブ
ナ
の
観
察
や
写
真
撮
影
を
楽
し
み
ま

し
た
。
標
高
千
ｍ
付
近
の
紅
葉
は
見
頃
で
し
た
。

　

大
段
ケ
平
で
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
の
昼
食
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
巨
木
谷
で
は
ト
チ
ノ
キ
や
ハ
リ
ギ
リ
等
を
観

察
し
、
最
後
に
「
別
宮
の
大
カ
ツ
ラ
」
を
見
学
し
、
ハ
チ

高
原
の
宿
舎
に
入
り
ま
し
た
。

　

夕
食
の
後
、
近
藤
講
師
に
よ
る
「
森
を

語
る
集
い
」
で
は
映
像
に
よ
る
「
但
馬

の
冬
景
色
」
や
「
土
砂
災
害
に
つ
い
て
」、

人
間
の
生
活
と
の
関
わ
り
で
保
た
れ
て
い

た
草
原
環
境
の
減
少
や
、
増
え
続
け
る
鹿

の
食
害
に
よ
る
植
生
変
化
の
危
機
な
ど
森

林
の
現
状
や
対
策
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い

て
学
習
し
て
初
日
を
終
え
ま
し
た
。

　

翌
朝
に
起
き
た
と
き
は
ガ
ス
で
何
も
見

え
な
い
状
態
で
し
た
が
次
第
に
晴
れ
間
も

見
え
て
き
ま
し
た
。

「ぶなのしずく」

「講師の説明を熱心に聞く参加者」

「森を語る集い」

「ぶなの観察駅」

「別宮の大カツラ」

第41号 （22）兵庫の治山・林道と森林整備



　

ハ
チ
高
原
一
帯
で
絶
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
蝶
「
ウ
ス
イ

ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
」
の
保
全
活
動
の
一
助
と
し
て
、

食
草
で
あ
る
オ
ミ
ナ
エ
シ
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
鹿
柵
の
外
に
植
え
ら
れ
て
い
た
オ
ミ
ナ
エ
シ
を
柵
の
内

側
に
植
え
替
え
を
し
ま
し
た
。

　

瀞
川
山
頂
、
は
ち
ま
き
展
望
台
か
ら
但
馬
の
山
々
を
一

望
し
、
兎
和
野
高
原
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

兎
和
野
の
大
カ
ツ
ラ
を
見
学
し
、
但
馬
高
原
植
物
園
で

は
和
地
の
大
カ
ツ
ラ
の
見
学
や
自
然
観
察
を
行
い
、
帰
路

に
就
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
お
天
気
が
心
配
で
し
た
が
、
歩
い
て

い
る
時
は
、
ほ
と
ん
ど
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
ノ
の
植
栽
な
ど
思

い
出
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
や
ご
協

力
、
ご
支
援
を
頂
い
た
関
係
者
に
心
か
ら
お
礼
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

鹿柵の中に植えられていた
オミナエシの苗

鹿柵の外に植えられていた
オミナエシの苗

オミナエシの苗の植栽

「但馬高原植物園」

「和池の大カツラ」「ミョウガの赤い花」 「兎和野の大カツラ」

「瀞川山頂にて」
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編

集

後

記

　

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
が
平
成
７
年
か
ら

毎
年
、
そ
の
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
１
字
を
１２

月
に
発
表
し
て
い
る
。
昨
年
、
平
成
28
年
は

「
金
」
で
、
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル

ラ
ッ
シ
ュ
、
前
都
知
事
の
政
治
資
金
私
的
流
用

問
題
、
金
髪
で
お
金
持
ち
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
大

統
領
選
挙
等
に
よ
る
も
の
と
の
こ
と
。
溯
っ
て

調
べ
て
み
る
と
、
27
年
は
「
安
」
安
倍
内
閣
に

よ
る
安
全
保
障
関
連
法
成
立
、
26
年
は
「
税
」

消
費
税
増
税
、
25
年
は
「
輪
」
夏
季
五
輪
の
誘

致
成
功
、
24
年
は
「
金
」
ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
金

メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
、
さ
ら
に
23
年
「
絆
」
東
日

本
大
震
災
か
ら
生
ま
れ
た
絆
、
22
年
「
暑
」
観

測
史
上
１
位
の
猛
暑
、
21
年
「
新
」
民
主
党
に

よ
る
新
政
権
、
20
年
「
変
」
総
理
大
臣
の
交

代
や
オ
バ
マ
大
統
領
の
「
チ
ェ
ン
ジ
」、
19
年

「
偽
」
食
品
表
示
偽
装
、
18
年
「
命
」
悠
仁
親

王
の
誕
生
、
17
年
「
愛
」
愛
・
地
球
博
開
催
、

16
年
「
災
」
新
潟
中
越
地
震
、
15
年
「
虎
」
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
リ
ー
グ
優
勝
、
14
年
「
帰
」

北
朝
鮮
拉
致
日
本
人
の
帰
国
、
13
年
「
戦
」
米

の
同
時
多
発
テ
ロ
、「
金
」「
末
」「
毒
」「
倒
」

「
食
」「
震
」
と
続
く
。
喜
ば
し
い
世
相
と
そ
う

で
な
い
も
の
が
混
交
し
て
連
な
っ
て
い
る
。
一

昨
年
は
「
安
」
昨
年
は
「
金
」
と
続
い
た
が
、

今
年
は
ど
う
な
る
か
。
国
内
で
は
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
い
る
が
、
災
害
に
関
連
す
る
も
の
で

な
い
こ
と
を
願
う
。

林
業
会
館
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

国
へ
の
陳
情
活
動
に
つ
い
て

　

当
協
会
が
入
る
兵
庫
県
林
業
会
館
は
昭
和
47
年

に
建
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
50
年
近
い
年
月
を
経

て
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
平
成
７
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
、
外
壁
等
の
補

修
工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、
台
風
時
な
ど
に
は
会

館
内
の
複
数
個
所
で
雨
漏
り
が
発
生
す
る
な
ど
使

用
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、
ま
た
、
耐
震
工
事

を
実
施
し
て
い
な
い
の
で
、
大
き
な
地
震
が
あ
れ

ば
、
倒
壊
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
会
館
の
管
理
運
営
委
員
会
が
Ｃ
Ｌ

Ｔ
工
法
に
よ
る
建
て
替
え
を
検
討
し
、
当
協
会
に

お
い
て
も
建
て
替
え
計
画
に
参
加
す
る
方
針
を
昨

年
８
月
の
理
事
会
で
決
議
を
い
た
だ
き
、
総
会
に

お
い
て
も
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
建
て
替
え
の

時
期
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
流
動
的
で
す
が
、

平
成
30
年
中
を
目
途
に
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
16
日
に
、
国
会
議
員
、
財
務
省
、
農

林
水
産
省
、
林
野
庁
に
対
し
て
平
成
２９
年
度
予
算

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
、
午
前
中
は
事

務
局
に
て
衆
参
の
議
員
会
館
を
、
午
後
か
ら
は

当
協
会
の
谷
会
長
、
戸
田
理
事
（
多
可
町
長
）、

山
名
理
事
（
神
河
町
長
）、
庵
逧
監
事
（
佐
用
町

長
）
と
と
も
に
財
務
省
、
農
水
省
、
林
野
庁
幹
部

に
対
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

　

要
望
の
内
容
は
、
治
山
事
業
に
つ
い
て
は
県
が

進
め
る
5
箇
年
計
画
や
既
存
施
設
の
老
朽
化
対

策
、
林
道
事
業
に
つ
い
て
は
路
網
整
備
を
着
実
に

進
め
る
た
め
の
補
助
金
等
の
予
算
確
保
で
、
谷
会

長
か
ら
必
要
性
等
を
丁
寧

に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
各
町
長
さ
ん
方
か

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

生
の
声
を
し
っ
か
り
伝
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山口壮衆議院議員へ矢倉農林水産大臣政務官へ

茶谷財務省主計局次長へ

織田林野庁森林整備部長へ

今井林野庁長官へ

協 会 だ よ り

「やまなみ」には森
も り

林にやさしい再生紙を使用しています。
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